職員の自己評価表（集計）

Ⅰ　保育の重点に関わる事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．保育理念：〈気づく力〉〈考える力〉〈行動する力〉を育み、社会の中で自己実現できる「大人」を育てる
２．保育目標：自らの力で探求範囲を広げる為、愛着形成による「内面的安定」の獲得
　　　自らの意思を持ち、行動を繰り返す事ができる「自立心」の形成
　　　　　自らの想いと環境との融和を図る事ができる「自律心」の形成

	評価指標
	自己評価
	上長評価

	他者との安定した愛着の形成がなされるよう子どもにかかわれているか。
	67/90
75%
	59/90
66%

	自分の体、周囲のもの・ひとに興味を持てるような関りや環境構成ができているか。
	
	

	探索する中で抱く不安・怖れ、喜び・楽しさを受け止め、愛着の形成につながるよう関われているか。
	
	

	「～したい」と子どもが思えるような、関りや環境構成ができているか。
	
	

	子どもの「～したい」という気持ちのくみ取りや促しができているか。
	
	

	子どもに対し自己肯定感（自己有能感）を育む声かけやその他のかかわりができているか。
	
	

	お友だちの気持ちに気づけるような声かけができているか。
	
	

	生活の中で次の行動を見通すことができる促しや環境構成ができているか。
	
	

	「～したい」気持ちを環境（他児の気持ち・一日の流れ等）に応じてコントロールできるような声掛けやその他のかかわりができているか。
	
	

	３．保育方針　　：生活の中で子ども自ら学び、成長できる環境を作る保育
４．保育指導方針：発達的エビデンスに基づく保育の実践
　　　　　　　　　個の発達状況や個性の尊重
　　　　　　　　　子どもの目線・気持ちに立った子どもの行動の推察
　　　　　　　　　子どもの話しや想いを聴いた上で伝え導く保育の実践
　　　　　　　　　やり方を教えるだけでなく「やってみたい」「学びたい」という意欲を育む保育の実践
　　　　　　　　　「いいとこ見つけ」「いいとこ育て」を心がける保育の実践

	評価指標
	自己評価
	上長評価

	子どもへの声かけ、その他のかかわり、保育内容が発達的に適切に提供できているか。
	44/60
74%
	38/60
64%

	子どもへの声かけ、その他のかかわり、保育内容が一人一人の発達状況や個性を反映したものになっているか
	
	

	子どもの言動に対し、子どもの目線・気持ちに立って考えられているか。
	
	

	子どもの話や想いをくみ取った上で、発達や年齢を考慮した伝え方、導き方ができているか。
	
	

	方法を伝える事に偏重しすぎず、先行して子どもの意欲を育むような声かけ・保育、環境構成ができているか。
	
	

	些細な日常的な事も含め、子どもの「いいとこ」を把握できるように努めているか。
	
	









Ⅱ　施設機能に関わる事
	１．小規模保育施設における保育

	[bookmark: _Hlk163553139]項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	発達の連続性を考慮した保育
	発達年齢と生活年齢を考慮した保育ができているか。
	49/70
70%
	42/70
60%

	
	実際の発達年齢と実年齢の前後の連続性を意識した保育ができているか。
	
	

	
	運動・知能・情緒などの繋がりを考えた保育ができているか。
	
	

	一日の生活の
連続性及び
リズムの多様性への配慮
	家庭での時間も含め24時間単位で生活のつながりを考えた保育ができているか。
	
	

	
	主活動だけに偏重しすぎず、登園から降園までの全ての活動に意味を持った保育ができているか。
	
	

	環境を通して
行う保育
	場所・物・時間等だけでなく自分自身も含め、子どもを取り巻く環境と捉えているか。
	
	

	
	主活動や自由遊びだけでなく、全ての活動において環境を考え保育ができているか。
	
	

	２．安全管理・指導

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	事故防止
	発達時期による特性や性格などによるリスクを予測し予防の為の行為が取れているか。
	66/90
74%
	59/90
66%

	
	活動場所の環境、使用する玩具・道具等のリスクを予測し予防のための行為が取れているか。
	
	

	
	日頃からリスクについて他の職員と情報共有や対処の相談等のコミュニケーションが取れているか。
	
	

	
	実際の保育現場において広い視野で周囲の状況把握に努めているか。
	
	

	
	実際の保育現場において他の職員と声かけやその他の行為で連携を取っているか。
	
	

	
	実際の保育現場において緊張感を常に持っているか。
	
	

	防災
	避難マニュアルを把握できているか。
	
	

	
	日頃からあらゆる災害を予測し、意識した行動を心がけているか。
（減災意識を持っているか）
	
	

	
	被災時・避難時の行動について理解し、実際にその通りに行動できるか。
	
	

	３．保険管理・指導

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	生命維持
	安定した生活リズムの管理ができているか。
	52/70
75%
	48/70
68%

	
	感染症の拡大予防の意識を持ち、発生時に適切に対応できるか。
	
	

	
	救命救護の知識・技術を有し、常に更新できているか。
	
	

	健康教育の
充実
	常に園児の健康状態の把握に努めているか。
	
	

	
	園児の発達・発育状況の把握に努めているか。
	
	

	
	園児に手洗い・うがいなどの生活習慣を指導をしているか。
	
	

	
	食育を通じ、食の意味、安全等を保育の中で実践・指導しているか。
	
	

	４．特別な配慮・支援

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	支援体制の
構築
	全園児への理解が職員間で共有できるよう努めているか。
	29/40
73%
	25/40
63%

	
	一人一人の子どもにとって必要な支援内容の把握ができるか。
	
	

	
	必要な支援内容に基づく体制の構築ができるか。
	
	

	
	病気や発達障害など特別な配慮に対応する為の知識を有し、日々更新しているか。
	
	

	５．組織運営

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	組織体制
	組織の一員としての役割を理解しているか。
	42/60
70%
	35/60
59%

	
	適切な報連相に努めているか。
	
	

	
	他職種との連携を意識し、他職種の業務の理解に努めているか。
	
	

	運営
	園の運営に対し主体的にかかわるよう努めているか。
	
	

	
	自らの役割の積極的な情報発信や連携に努めているか。
	
	

	
	他者の役割を把握し、必要に応じて支援することができているか。
	
	

	６．研鑽

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	自己研鑽
	日々、自分の課題を見つけ目標を持って自己研鑽しているか。
	31/50
62%
	29/50
58%

	
	自分なりの保育観をもって業務にあたっているか。
	
	

	研修
	会社の定める研修に主体的に参加しているか。
	
	

	
	園の理念・方針等を理解し、実践できるよう努めているか。
	
	

	
	自ら学びたい事についての研修を探し、提案しているか。
	
	

	７．保育環境の整備

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	環境
	子どもの成長にとって最適な環境作りや環境の工夫ができているか。
	28/50
56%
	23/50
46%

	
	発達、場面などに応じた環境作りや環境の工夫ができているか。
	
	

	教材
	子どもの発達にとって最適な教材の選択ができているか。
	
	

	
	子どもの発達にとって最適な教材の活用方法を工夫しているか。
	
	

	
	既製品だけでなく必要に応じた教材の制作ができているか。
	
	

	８．連携

	項目
	評価指標
	自己評価
	上長評価

	家庭
	日頃から保護者とのコミュニケーションを積極的にとっているか。
	80/120
67%
	69/120
58%

	
	日頃から保護者のニーズの把握に努めているか。
	
	

	
	保護者からの相談・ご意見に対し速やかに対処しているか。
	
	

	
	保護者からの相談・ご意見を速やかに報告し、共有しているか。
	
	

	
	保護者の些細な変化に気づけるよう努めているか。
	
	

	
	子どもの様子を保護者に対し積極的に発信するよう努めているか。
	
	

	
	家庭との連携についてより良い方法を模索し、提案できているか。
	
	

	連携園
	2歳児の情報を的確に連携園につなげているか。
	
	

	
	連携園の先生や園児と積極的にかかわれるよう援助しているか。
	
	

	
	連携園に当園の園児あるいは当園の事を発信できているか。
	
	

	地域
	園開放の際、参加する子ども保護者と積極的にコミュニケーションをとれているか。
	
	

	
	園外活動の際、地域住民に対し積極的に挨拶したり、挨拶するよう子どもに指導できているか。
	
	



	自己評価
	上長評価

	70%
	61%



